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近畿圏 消費者物価指数 9 ヶ月連続上昇 
総務省が 25 日に発表した「消費者物価指数」によると、6 月の食料やエネルギーを含む総合指数は全国

で 102.2（2005 年＝100）となり、前年同月比 2.0％の上昇となった。上昇の要因は、①食料 3.6%、②交通・

通信（ガソリンなど）4.3%、③光熱・水道（灯油など）6.8%（いずれも前年同月比、寄与度順に記載）。

また、近畿圏の 6 月の食料やエネルギーを含む総合指数は 101.6、前年同月比 1.6％と 9 ヶ月連続の上昇と

なり、5 月の前年同月比から上昇幅が拡大している。 

一方、百貨店協会によると、6 月の地区別売上高対前年比（特殊要因を除く）は、東京▲8.1%、関西▲5.3%。

6 月の減少はクリアランス開始日による影響があるものの、7 月以降も減少傾向が続く見込みである。商品

別では、衣料品、美術・宝飾等の高額商品の不調、食料品の好調が続いている。 

原油・原材料高により景気判断が下方修正され、生活必需品の値上げ報道も相次いでいる。消費者マイン

ド悪化による個人消費の落ち込みが景気に与える影響が懸念される。引き続き個人消費の動向を注視してい

く必要がある。 

各指標の動き 

消費者物価指数　（前年同月比）
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出所：近畿経済産業局 資料

(2005年=100)

  
 

（単位：％） 08/3 4 5 6

大 阪 ▲2.3 ▲5.7 ▲4.2 ▲6.4

京 都 ▲1.4 ▲4.2 ▲0.8 ▲4.6

神 戸 0.9 ▲8.3 ▲1.4 ▲6.7

▲0.1 ▲4.6 ▲1.7 ▲5.3

東 京 ▲1.4 ▲1.2 ▲2.8 ▲8.1

▲0.4 ▲2.5 ▲1.3 ▲5.9

出所：百貨店協会

合 計

関 西 地 区 計

百貨店地区別売上高動向（前年同月比） 
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鉱工業生産指数　（前月比）
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出所：近畿経済産業局 資料  
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機械受注：船舶・電力を除く民需（前月比）

出所：内閣府
 

 

公共工事請負金額　（前年同月比）
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出所：西日本建設業保証㈱ 資料  

大型小売店販売額　（前年同月比）
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出所：近畿経済産業局 資料

◇近畿は前月比 3.6%
増と 2 ヶ月連続の上

昇。業種別では、一般

機械工業、電子部品・

デバイス工業、輸送機

械工業(除、鋼鉛・鉄道

車両)が上昇。品目別で

はガスタービン、コン

ベヤ、PDP モジュール

の順に上昇に寄与。 
 
 
 
◇機械受注は前月比

10.4％増となった。業

種別の受注は製造業が

同 12.2%増、非製造業

（船舶・電力を除く）

が 8.8％増となった。 
 
 
◇近畿は前年同月比

18.5%減。発注者別で

は「独立行政法人等」

で前年度大型工事（第

二名神高速道路等）の

反動で大幅減、地域別

の請負金額もすべての

地域で前年度を下回っ

た。 
＊先月レポートの 4 月

データに誤りがありま

した。訂正し、お詫び

申し上げます。 
 
 
 
◇近畿は既存店ベース

で前年同月比 1.6%減

と 2 ヶ月連続の減少。

業態別では、百貨店同

1.6%減で 15 ヶ月連続

のマイナス、スーパー

0.2%増と 17 ヶ月連続

のプラス。 

生産・機械受注 上昇 

公共事業 減少 

消費･住宅 減少 
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乗用車新規登録･届出台数　（前年同月比）
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出所：近畿経済産業局 資料  

 

新設住宅着工戸数　（前年同月比）
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出所：国土交通省 資料  

輸出　（円ベース、前年同月比）

-20

-10

0

10

20

30

4 5 6 7 8 9 10 11 12 08/1 2 3 4 5

％

（全国）

（近畿）

出所：財務省 税関（全国）、大阪税関（近畿） 資料  

輸入　（円ベース、前年同月比）
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出所：財務省 税関（全国）、大阪税関（近畿） 資料  

◇近畿は前年同月比

3.9％減と 2 ヶ月ぶり

に前年を下回った。普

通車は 11 月連続で前

年を上回ったものの、

小型車、軽四車はそれ

ぞれ 2 ヶ月ぶりにそ

れぞれ前年を下回っ

た。 
 
 
 
◇近畿は前年同月比

29.7%減と2ヶ月ぶり

に前年を下回った。持

家は 16 ヶ月連続、分

譲住宅、貸家は 2 ヶ月

ぶりに前年を下回っ

た。 
 
 
 
 
◇近畿は前年同月比

7.3%増で74ヶ月連続

のプラスとなった。特

に、半導体等電子部

品、音響・映像機器部

分品が増加。アジア向

けは 15.0%増と 2 桁

の伸び率であったが、

米国向けの伸び率は

7 ヶ月連続のマイナ

ス。 
 
 
◇近畿は前年同月比

3.4%増となり、8 ヶ月

連続のプラスとなり、

過去最高額を更新し

た。原油、液化天然ガ

ス (LNG)の単価の上

昇などにより輸入額

が増加。中国、アメリ

カはともにマイナス。

中国は、衣類、がん具、

食料品の減少が目立

つ。 

輸出入 増加 
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完全失業率　（全国・近畿ともに原数値）
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出所：総務省統計局 資料
 

有効求人倍率
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出所：厚生労働省 資料  

 

企業倒産件数　（前月比）
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出所：帝国データバンク 資料  
 
円・株価の動き（月平均）
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出所：日本経済新聞社  

◇近畿の完全失業率

は 4.4%で 5 ヶ月ぶり

に前年を上回った。全

国は 4.0%。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇近畿は 0.92 倍とな

り前月から低下した。

新規求人倍率は、1.36
倍と前月から低下し

た。 
 
 
 
 
 
◇近畿の倒産件数（法

的整理による倒産）は

前月比 21.7％減。業

種別構成比では建設

業が 25.7%、次いでサ

ービス業が 22.3%と

両者でほぼ半数を占

めている。 

雇用･倒産 雇用は改善に足踏み、倒産件数は減少

円・株価の動き 


